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目的　 われわれは従来より 、粒子汚 れのモデル とし て高 分子ラ テッ クスを用い、こ れら

の繊 維への付着 性に関し、 ナイロ ン ６、ポリエ ステル系（ テトロ ン）、 アクリ ル系（ ボン

ネル ）及び木綿 繊維につい て研究してき た。今 回は新し く開 発さ れた ポリ エステル系繊 維

であ る極細テトロ ン繊 維をとりあげ 、その繊維表 面特性を 界面電気的 手法により 調べると

とも に、表面特 性の 異なる ２種類 のラ テッ クスを用い、こ れらの繊維 への付着性 を普通テ

トロ ンとの比 較におい て検討した。

方法　 繊維 とし て ポリエ ステル系 極細テト ロ ン及び対 照用普通テトロ ン布を 用いた。ラ

テッ ク スは ポリ スチレ ン（ Ｐ Ｓ）及びスチレ ン／ア クリル アミド 共重合体｛ Ｐ（ Ｓｔ ／

Ａ Ａｍ）｝ラ テック スを乳化剤不 在系 で合成し て用いた 。 こ電位 の測定は、繊 維は流動電

位法、ラテッ クスは顕 微鏡電気 泳動 法により 行っ た。付 着実験は 、布2  g を濃度0.5g  ／L

のP  S また はＰ（ Ｓｔ ／ＡＡｍ ）ラテック ス分散液50m L に静置 浸潰 し、一定時 間毎に 分

散液の吸光 度を測定し 、付着量 を求めた。

結果　 用い た繊維 とラ テッ クスのぐ電位 は、いず れのP  H にお いても負値を示し たが、

酸 性側におい てその 負値 は小となっ た。両繊 維に対し、い ずれのラテッ クスも酸 性側にお

いて大きな 付着性を示し た。極 細テトロ ン 繊維 は、酸性 側におい て対照用テトロ ン繊維よ

り も付 着性 が大となり 、中性 及び アルカリ 性においては 対照用繊 維よりも小とな った。 ま

た、い ずれの繊維に 対し てもP  S  ラテック スに比較し てＰ（ Ｓｔ ／ＡＡｍ ）ラ テックス の

方が、付 着性が大 となっ た。
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〈目　的 〉 界 面 活 性 剤 ミ セ ルの 可 溶 化 作 用 は ， 界 面 活 性剤 の種 類 や 濃 度 ， 被 可 溶 化 物 質 の 化

学 構 造 ， 可 溶 化 温 度， 共 存 す る水 溶 性 高 分 子 な ど によ って 著 し い 影 響 を 受 け る こ と が知｡ら

れて い る 。 し か し そ の 作用 機 構 に つ い て は 不 明 な点 が 多 い 。 本 研 究 で は ， ド デ シ ル ベ ン ゼ

ンス ル ホ ン 酸 ナト リ ウ ムの 可 溶 化 作 用に 及 ぼ すP   V  P とH   P  C の 効 果 を ， 高 分 子 の添 加 濃

度 と 分 子 量 ， 可 溶 化 温 度 など と の関 連 に お い て 検 討し た。

（方 法 ） 界 面 活 性 剤 とし て ， ド デ シル ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸 ナト リウ ム（Ｄ Ｂ Ｓ ）を ， 水 溶性

高 分 子 と し て ， 分 子 量 の 異な る ポリ ビ ニ ル ピ ロ リド ン（Ｐ Ｖ Ｐ ）お よ び ヒ ド ロ キ シプ ロ,ピ ル

セル ロ ース（Ｈ Ｐ Ｃ ）を,   無 機 塩類 と し て ， 硫 酸 ナ ト リ ウ ムを ， 被可 溶 化 物 質 と し て, 油 溶

性染 料011 Yellow AB を 用 い た。 調 製 し た 水 溶 液を 恒 温’振 と う 機 によ り48 時 間 振 と う し，

可 溶 化 平 衡 に到 達 さ せ た 後， 不溶 解 の染 料 を 濾 別 し た。 濾液 を メ タ ノ ール で 一 定 割 合 に 希

釈 し ， そ の 吸 光 度を 測 定し ， 可 溶 化 量 を 算 出 し た。

《 結果 》Ｐ Ｖ Ｐ お よ び ＨＰ Ｃ の 少量 の添 加 に より 可 溶化 量S   （mg/l ）は 著 し く 増 大 し， 可 溶

化 開 始 濃度Cb（nol/l ）は 著し く 小 と な っ た 。 高 分 子 無添 加 の場 合お よ び 高 分 子 の 添 加 量が

大 の 場合 には ， 界 面 活 性 剤 濃 度と Ｓ の関 係 は良 い 直 線性 を 示 し たが ， 高 分 子 の 添 加 量が 小

の場 合 には ， 上 方 に凸 の 曲線 とな っ た。 用 い た 分 子 量範 囲 内 で は,     P  V   P の 場 合 に は， 分

子 量 の 増 加 とと も に 可 溶 化 量 は 著し く増 大 し ， あ る 一定 の 分 子 量を 越 え る と 明 瞭 な 変化 は

認 め ら れ な かっ た 。 一 方， Ｈ Ｐ Ｃ の 分子 量 は そ の 可 溶化 量 に明 瞭 な 変 化 を 与え な か っ た。
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